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待機児童ゼロ待機児童ゼロ待機児童ゼロ待機児童ゼロ

迎えに来たお母さんに抱えられ、先生にさようなら（５月 日、川西保育所で）

年度途中の待機児童も解消へ

市
の
４
月
１
日
現
在
の
保
育
所
待
機
児
童
数
（
厚
生
労

働
省
報
告
基
準

※
１
）
が
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
市
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。市

は
、
こ
れ
ま
で
待
機
児
童

解
消
に
向
け
、
認
可
保
育
所
の

定
員
増
や
分
園
の
開
所
、
市
認

定
保
育
施
設
（
※
２
）
の
拡
充
、

既
存
認
可
保
育
所
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
の
拡
大
の
ほ
か
、
認

定
保
育
施
設
の
利
用
希
望
者
に

向
け
た
積
極
的
な
入
所
あ
っ
せ

ん
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
市
外
か
ら
の
転
入
や
育

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

※
１

待
機
児
童

認
可
保

育
所
に
入
所
申
し
込
み
を
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
員

超
過
な
ど
で
入
所
で
き
な
か

っ
た
児
童
（
認
定
保
育
施
設

へ
入
所
し
た
児
童
な
ど
は
除

く
）

※
２

市
認
定
保
育
施
設

認
可
外
保
育
施
設
の
う
ち
、

市
が
設
け
た
一
定
水
準
を
満

た
し
た
環
境
の
も
と
保
育
を

実
施
す
る
施
設
。
認
可
保
育

所
に
入
所
で
き
て
い
な
い
児

童
に
は
、
保
育
料
な
ど
の
負

担
軽
減
を
行
う

児
休
業
明
け
の
入
所
希
望
な

ど
、
年
度
途
中
に
生
じ
る
保
育

需
要
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

市
は
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
し
、
一
年
を
通

じ
て
待
機
児
童
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、

月
に
法
務
局

跡
地
（
城
内
町
）
に
公
立
の
臨

時
保
育
室
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。

２・３面 中学２年生にピ

ロリ菌検査 治療まで

を無料実施、風水害へ

の対策を、市議会議長

・副議長決まるなど

４ ７面 お知らせ、公民

館、子育て支援、催し、

ほけんなど

８面 フォトニュース、市

広報番組案内など

夏の節電に取り組もう（３面）夏の節電に取り組もう（３面）

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

保
育
士
の
就
職
を
支
援

保
育
士
の
就
職
を
支
援

市
は
、
今
後
も
保
育
士
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
、
保
育
士
資

格
を
持
ち
な
が
ら
も
現
在
働
い

て
い
な
い

潜
在
保
育
士

な

ど
の
現
場
復
帰
を
支
援
す
る

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー

を
、
保
育
幼
稚
園
総
務

課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

北
摂
初
の
取
り
組
み

同
事
業
は
北
摂
初
の
取
り
組

み
で
す
。
元
保
育
所
所
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
保

育
士
や
看
護
師
な
ど
の
資
格
を

持
つ
就
職
希
望
者
と
認
可
保
育

所
と
の
間
に
入
り
、
就
職
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
へ
の
就
職
相

談
も
実
施
。
子
育
て
と
の
両
立

や
、
仕
事
を
離
れ
て
か
ら
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
再

就
職
を
あ
き
ら
め
て
い
る
保
育

士
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継

続
さ
せ
る
た
め
、
市
は
同
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
、
保
育
所
の
安

定
的
な
人
材
確
保
を
図
り
ま

す
。同

セ
ン
タ
ー
の
支
援
対
象

は
、
市
内
の
保
育
所
に
就
職
を

希
望
す
る
保
育
士
、
給
食
調
理

員
、
栄
養
士
、
看
護
師
で
、
紹

介
料
な
ど
は
無
料
で
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
（

・
７
６

９
６
）

今後の取り組み今後の取り組み

認可保育所の新設
（仮称） たかつき・あま保
育園（安満中の町、定員 人）の新
設（ 月開園予定）

既存認可保育所の定員増
ずし保育園、郡家保育園が定員の
増加に向け準備中

今村学園高槻幼稚園の
認定こども園化

定員 人。平成 年度中の開園
に向け準備中

教育・保育サービス
利用者支援員を配置

専門支援員が各利用者の状況に応
じて、保育所や幼稚園などに限ら
ない適切な保育サービス情報を提
供し、あっせんなどを行う

小規模保育事業の実施
３歳未満児を中心とした保育需要
に対応するため、質の確保された
少人数の保育を実施。平成 年度
実施に向け準備中

問合先
保
育
幼
稚
園
事
業
課

・
７
６
９
２

問合先

求
職
票
記
入

求
職
票
は
保
育
幼
稚
園
総
務
課

（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階
）
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
配
布

電
話
で
相
談
日
を
予
約

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
相
談

保
育
所
で
面
接

※
紹
介
・
就
職
を
約
束
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

就
職
ま
で
の
流
れ

就
職
ま
で
の
流
れ

全全国国広広報報ココンンククーールル

市市民民環環境境大大学学のの入入学学式式

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

入入

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○６６月月 日日 日日 放放送送

○○６６月月 日日 日日 放放送送

選選

今
後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

今
後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

月月

達
成
達
成

そ
の
ほ
か
市
は
、
認
可
保
育

所
の
新
設
な
ど
保
育
の
受
け
入

れ
人
数
拡
大
や
子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

左
記
の
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。
今
後
も
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
、
仕
事
も
子
育

て
も
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
来
年
度
も
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

仕
事
も
子
育
て
も

仕
事
も
子
育
て
も

両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り

両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り



５５月月 日日、、玉玉川川のの里里

健健
康康
・・
スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室

スス
ッッ
キキ
リリ
エエ
アア
ロロ

高高
槻槻
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
学学

障障
がが
いい
者者
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

７７
月月
のの
個個
人人
利利
用用

夏夏
のの
集集
中中
ダダ
イイ
エエ
ッッ
トト

ココ
ーー
スス

健健
康康
教教
室室

健健
康康
料料
理理
教教
室室

高高
槻槻
のの
旬旬
をを
味味
わわ
おお
うう

交付額

胃がん発症を予防

歳
以
上
の
対
象
者
に
は
検
査
費
を
助
成

市
は
、
胃
が
ん
対
策
の
充
実

を
図
る
た
め
、
中
学
２
年
生
に

対
し
て
胃
が
ん
の
原
因
と
な
る

ピ
ロ
リ
菌
の
抗
体
検
査
と
除
菌

市
立
中
学
校
の
２
年
生

学
校
を
通
じ
て
説
明
書
と
検
査
容
器

を
配
布
（
６
月
中
旬

下
旬
）

市
内
在
住
の
私
立
中
学
校
な
ど
の
２
年
生

６
月

日

ま
で

に
電
話
で
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ
申
し
込
み
が
必
要

配
布
す
る
検
査
容
器
で
尿
を
提
出

尿
中
の
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
が
陽
性
で
あ
れ
ば
、
指
定
医
療
機
関

で
の
２
次
検
査
（
尿
素
呼
気
試
験
法
）
の
受
診
と
除
菌
治
療
が

無
料
で
受
け
ら
れ
る
案
内
を
送
付

市
立
中
学
校
の
２
年
生

学
校
を
通
じ
て
説
明
書
と
検
査
容
器

を
配
布
（
６
月
中
旬

下
旬
）

市
内
在
住
の
私
立
中
学
校
な
ど
の
２
年
生

６
月

日

ま
で

に
電
話
で
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ
申
し
込
み
が
必
要

配
布
す
る
検
査
容
器
で
尿
を
提
出

尿
中
の
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
が
陽
性
で
あ
れ
ば
、
指
定
医
療
機
関

で
の
２
次
検
査
（
尿
素
呼
気
試
験
法
）
の
受
診
と
除
菌
治
療
が

無
料
で
受
け
ら
れ
る
案
内
を
送
付

中
学

年
生
の
受
診
方
法

中
学

年
生
の
受
診
方
法

検
査
の
流
れ

検
査
の
流
れ

治
療
費
の
全
額
補
助
、

・

・

・

・

・

・

歳
の

人
に
は
抗
体
検
査
受
診
券
を
送

付
し
、
５
０
０
円
で
抗
体
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
中
学
２
年
生

に
対
し
て
の
除
菌
治
療
の
全
額

補
助
は
全
国
初
の
取
り
組
み
で

す
。胃

が
ん
は
肺
が
ん
に
次
い

で
、死
亡
数
の
多
い
が
ん
で
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌

は
、
ほ
と
ん
ど
が
５
歳
以
下
の

幼
児
期
に
感
染
す
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
中
学
２
年
生
の
約
５

％
、

歳
以
上
の

％
以
上
が

感
染
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
を

知
り
、
除
菌
を
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
胃
炎
や
胃
が
ん
の
発
症

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

梅
雨
、台
風
な
ど
風
水
害
へ
の
対
策
を

梅
雨
、台
風
な
ど
風
水
害
へ
の
対
策
を

社宅数
市内に事業所が
ある ない

１ ４戸 対象外
５ ９戸 万円 対象外

戸 万円
戸 万円

戸以上 万円

社宅数
市内に事業所が
ある ない

企
業
の
社
宅
新
規
整
備
を
支
援

企
業
の
社
宅
新
規
整
備
を
支
援

近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
に
よ
り
全
国
各
地
で
床
上
浸
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
雨
が
増
え
る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
風
水
害
は
地

震
な
ど
の
災
害
と
は
違
い
、
あ
る
程
度
の
予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら
、
家
の
周
り
に
危
険

箇
所
が
な
い
か
、
非
常
備
蓄
品
や
持
ち
出
し
品
、
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
（
下
欄
）
な
ど
を
確
認
し
、

風
水
害
へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

気
象
情
報
な
ど
を
早
期
に
収

集
し
、
早
め
の
避
難
行
動
を
と

る
こ
と
で
被
害
を
抑
え
る
こ
と

テ
レ
ビ
な
ど
で

テ
レ
ビ
な
ど
で

速
や
か
に
情
報
収
集

速
や
か
に
情
報
収
集

が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

こ
ま
め
に
情
報
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ

ト
（
右
下
欄
）
に
登
録
す
る
と

気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
状

況
が
携
帯
メ
ー
ル
で
確
認
で
き

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
防
災
行
政
無
線
か

ら
も
避
難
情
報
や
気
象
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

土
の
う
は
、
浸
水
を
防
ぐ
た

め
に
非
常
に
効
果
的
で
す
。
土

の
う
が
必
要
な
人
は
下
水
河
川

事
業
課
（

・
７
４
９
２
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

土
の
う
の
代
わ
り
に
、
家
庭
用

の
ご
み
袋
や
衣
装
ケ
ー
ス
に
水

土
の
う
を
活
用
し

土
の
う
を
活
用
し

浸

水

防

止

浸

水

防

止

を
入
れ
て
出
入
り
口
に
隙
間
な

く
置
く
こ
と
で
、
浸
水
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
重
大
な
災
害

が
発
生
す
る
危
険
性
が
著
し
く

大
き
い
場
合
に
、
最
大
限
の
警

戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め

特
別

警
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

特
別
警
報
は
、
平
成

年
の
東

特
別
警
報
発
令
時
は

特
別
警
報
発
令
時
は

命
守
る
行
動
を

命
守
る
行
動
を

日
本
大
震
災
や
昨
年
９
月
の
台

風

号
に
よ
る
京
都
府
な
ど
に

降
っ
た
大
雨
の
よ
う
に
数
十
年

に
一
度
の
激
し
い
雨
や
暴
風
、

大
津
波
な
ど
が
発
生
す
る
危
険

性
が
あ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま

す
。
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た

ら
、
直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
は
、
働
く
世
代
の
人
口
増

加
や
地
域
振
興
を
目
的
に
、
市

内
に
新
た
に
社
宅
を
整
備
す
る

企
業
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

補
助
限
度
額
を
１
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。詳
し
く
は
産
業
振
興
課（
総

合
セ
ン
タ
ー
９
階
）
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象

税
の
滞
納
が
な
い
法
人
格
を
有

す
る
企
業

対
象
社
宅

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
。

対
象
期
間
に
新
た
に
所
有
も
し

く
は
賃
借
す
る
５
戸
以
上
の
社

宅

入
居
す
る
従
業
員
が
同
社

宅
に
住
民
登
録
を
し
た
後
、
最

初
の
１
月
１
日
に
居
住
し
て
い

る
こ
と

補
助
対
象
期
間

平
成

年
３
月
１
日

年

２
月

日

申
請
方
法

平
成

年
３
月
２
日

日

に
申
請
書
な
ど
を
直
接
、
産

業
振
興
課
へ

問合先

産
業
振
興
課

・
７
４
１
１

問合先

●動きやすい格好で
靴底が厚くはき慣れたも

の。長靴ではなくひも靴を

選ぶ

●足元に注意
水がたまった道は側溝など

の危険な場所が分かりにく

いため、長い棒などをつえ

代わりにして安全を確認

●水の深さに注意
水深が腰まであったり、浅

くても水の流れが速い場合

や危険を感じる場合は無理

せず救援を待つ

●２階以上の建物へ
夜間や激しい降雨時は建物

の２階などへ一時避難

●援護が必要な人に
気を配る

高齢者や病人は背負う、子

どもは浮き袋をつけるなど

して安全を確保

避難のポイント避難のポイント

市の気象警報・注意報が
携帯電話にメール配信され
ます。メールの登録は（

）へ
空メールを送信。 ※登録
料は無料。別途通信料が必
要

おおさか防災ネットおおさか防災ネット

問合先

危
機
管
理
室

・
７
３
１
４

問合先

市
は
、

歳
の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
、

歳

の
女
性
に
乳
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
、

・

・

・

・

歳

の
人
に
大
腸
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
ク
ー
ポ
ン
と
ピ

ロ
リ
菌
検
査
受
診
券
を
、

・

歳
の
人
に
は
ピ
ロ
リ
菌
検
査

受
診
券
を
６
月
下
旬
頃
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
７
面
の
健
診
日

程
を
確
認
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 問合先

健
康
づ
く
り
推
進
課

・
８
８
０
０

問合先

中
学
２
年
生
は
治
療
ま
で
無
料

中
学
２
年
生
は
治
療
ま
で
無
料

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
、
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
で
検
診
受
診
を



朗朗読読やや朗朗読読やや
本本のの紹紹介介ゲゲーームム本本のの紹紹介介ゲゲーームム

街街
角角
アア
ッッ
トト
ホホ
ーー
ムム

ココ
ンン
ササ
ーー
トト

聴聴
覚覚
障障
がが
いい
者者
のの

交交
流流
ババ
スス
ツツ
アア
ーー

ハハ
ググ
ロロ
トト
ンン
ボボ

しし
らら
べべ
隊隊
調調
査査
会会

自自
然然
観観
察察
会会

高高
槻槻
のの
カカ
エエ
ルル
探探
しし

ササ
ロロ
ンン
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

わわ
んん
ぱぱ
くく
おお
てて
んん
ばば
クク
ララ
ブブ

シシ
ルル
エエ
ッッ
トト
パパ
ズズ
ルル
にに
挑挑
戦戦

子子
どど
もも
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

つつ
ぶぶ
つつ
ぶぶ

川川
のの
すす
なな
ええ

ささ
つつ
きき
花花
後後
のの

手手
入入
れれ
初初
級級
者者
講講
習習
会会

廃廃
食食
用用
油油
のの

せせ
っっ
けけ
んん
作作
りり

関関
大大
市市
民民
開開
放放
デデ
イイ

アア
イイ
スス
ホホ
ッッ
ケケ
ーー
観観
戦戦

月月
釜釜

日日
本本
のの
ここ
ここ
ろろ
歌歌
うう
会会

夏夏
空空
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

移移
動動
図図
書書
館館
のの

おお
たた
のの
しし
みみ
かか
いい

本本
をを
楽楽
しし
むむ
会会

大大
人人
のの
たた
めめ
のの
朗朗
読読
会会

服服
部部
図図
書書
館館
朗朗
読読
会会

トト
リリ
オオ
ユユ
ーー

七七
夕夕
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

高高
槻槻
現現
代代
劇劇
場場
喫喫
茶茶

ココ
ーー
ナナ
ーー
運運
営営
事事
業業
者者

土土
曜曜
映映
画画
会会

阿阿
武武
山山
図図
書書
館館
朗朗
読読
会会

学学
童童
保保
育育
室室
臨臨
時時
指指
導導
員員

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者
））

学学
校校
給給
食食
調調
理理
員員

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者
））

託託
児児
保保
育育
士士

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
登登
録録
者者
））

母母
子子
保保
健健
事事
業業
保保
健健
師師

（（
アア
ルル
ババ
イイ
トト
職職
員員
））

松松
花花
堂堂
昭昭
乗乗
にに
みみ
るる
おお
もも
てて

なな
しし
文文
化化

書書
画画
とと
茶茶
のの
湯湯

ハハ
ニニ
ワワ
づづ
くく
りり
教教
室室

名名
誉誉
館館
長長
講講
座座

大大
神神
神神

社社
とと
石石
上上
神神
宮宮
とと
物物
部部
氏氏

平
成

年
第
２
回
市
議
会
臨

時
会
が
、
５
月

日
か
ら

日

ま
で
開
か
れ
、
議
長
に
は
角
芳

春
さ
ん
（
自
由
民
主
党
高
槻
市

議
会
議
員
団
、

歳
）
、
副
議

長
に
は
橋
本
紀
子
さ
ん
（
民
主

・
元
気
ネ
ッ
ト
、

歳
）
が
当

選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
は
灰
垣
和
美
さ
ん
（
公
明

党
議
員
団
、

歳
）
、
中
浜
実

さ
ん
（
民
主
元
気
ネ
ッ
ト
、

歳
）
が
選
任
さ
れ
、
常
任
委
員

会
委
員
・
特
別
委
員
会
委
員
・

議
会
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
の

議
会
役
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
時
配
布
の

た
か
つ
き
市
議

会
だ
よ
り

６
月

日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン
な
ど

使
用
控
え
節
電
を

エ
ア
コ
ン
な
ど

使
用
控
え
節
電
を

温
暖
化
防
止

温
暖
化
防
止

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を

減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
冷
房
機
器
の
使
用
な
ど
が
増
え

る
夏
は
電
力
の
消
費
量
が
増
え
が
ち
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、

昨
年
の
夏
よ
り
も
厳
し
い
電
力
需
給
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は

月

日

ま
で
、
適
正
冷
房
（

度
）
の
徹
底

や
軽
装
勤
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
省
エ

ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意
し
、
無
理
な
く

熱
中
症
に
注
意
し
、
無
理
な
く

午
後
１
時

４
時
に
節
電
を

夏
の
電
力
使
用
量
は
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
の
間
が
特

に
多
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

家
庭
で
も
、
こ
の
時
間
帯
の
節

電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
昼
間

の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
照
明
・
テ
レ
ビ
の
順
で

多
く
の
電
力
を
使
用
し
て
い
ま

す
（
右
下
欄
）
。
特
に
エ
ア
コ

ン
は
電
力
消
費
の

％
を
占
め

て
い
ま
す
。
汗
を
吸
収
し
通
気

性
が
良
い
服
装
に
し
た
り
、
扇

風
機
を
活
用
す
る
な
ど
、
エ
ア

コ
ン
だ
け
に
頼
ら
ず
、
涼
し
く

過
ご
す
工
夫
を
す
る
ほ
か
、
右

下
欄
の
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
を
参

考
に
、
電
気
機
器
の
使
い
方
を

見
直
し
、
消
費
電
力
量
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

高
槻
駅
南
側
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
３
号
館
１
階
に
あ
る
協

働
プ
ラ
ザ
は
、

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
状
況
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、

団

体
設
立
の
相
談
な
ど
も
受
け
付

け
て
お
り
、
昨
年
度
は
約
５
４

０
０
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
同

プ
ラ
ザ
の
登
録
団
体
は
１
５
０

団
体
と
な
り
、
多
く
の
団
体
の

活
動
拠
点
・
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
プ
ラ
ザ
で
は
下
欄

の
事
業
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。団
体
向
け
の
活
動
以
外
に
、

個
人
向
け
の
講
座
な
ど
も
開
催

し
て
い
る
の
で
、

活
動

に
参
加
し
て
み
た
い
、
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
つ
い
て

エ
ア
コ
ン

％

冷
蔵
庫

％

照
明
・
テ
レ
ビ

％

（
午
後
２
時
頃
の
割
合
）

ま
た
、
家
庭
で
節
電
を
行
う

と
き
は
、
熱
中
症
な
ど
に
十
分

注
意
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

家
族
で
出
掛
け
て

楽
し
く
省
エ
ネ

昼
間
の
家
庭
で
の
電
力
消
費

を
抑
え
る
た
め
、
家
族
そ
ろ
っ

て
出
掛
け
る
こ
と
も
、
省
エ
ネ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
内
に
は
、
摂
津
峡
や
芥
川

緑
地
な
ど
外
出
先
で
涼
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
館
や

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
施
設
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
出
掛
け
る
際
に

は
積
極
的
に
公
共
交
通
機
関
を

使
う
な
ど
、
こ
の
夏
も
楽
し
く

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

節
電
の
ポ
イ
ン
ト

節
電
の
ポ
イ
ン
ト

市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
市
民
が
行

う
社
会
貢
献
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
拠
点

協
働
プ
ラ

ザ

（
下
地
図
）
や
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

シ
ニ
ア
に
こ

に
こ
活
動
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

知
り
た
い
と
い
う
人
も
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
人
・
さ
れ
た
い
人
を
募
集

同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
世

代
が
長
年
培
っ
た
技
術
や
知
識

を
生
か
し
て
、
困
っ
て
い
る
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る

シ
ニ
ア
に

こ
に
こ
活
動
事
業

を
運
営
し

て
い
ま
す
。
同
事
業
で
は
、
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

な
ど
が
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

を
手
助
け
。
庭
木
の
剪
定
（
せ

ん
て
い
）や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、

大
工
、
介
護
、
掃
除
な
ど
、
サ

ポ
ー
ト
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
支
援
を
し
て
み
た
い
人
、

支
援
を
受
け
た
い
人
は
、
気
軽

に
協
働
プ
ラ
ザ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市役所�

松坂屋松坂屋�

グリーンプ�
ラザ1号館号館�

松坂屋�

グリーンプ�
ラザ1号館�

協働プラザ�
（グリーンプラザ3号館1階）�

JR
高槻

駅
高槻

駅�

JR
高槻

駅�

市
民
委
員
を
募
集

市
民
委
員
を
募
集

市
は
、
次
の
と
お
り
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

報
酬
は
日
額
９
千

円
で
す
。

な
お
、
提
出
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

【
総
合
交
通
戦
略
検
討
協
議
会
】

市
内
の
交
通
体
系
の
あ
り
方
に

つ
い
て
審
議

資
格

年
３
回
（
全
６
回
程

度
）
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出

席
で
き
る

歳
以
上
の
人

任
期

８
月
頃

平
成

年
３

月
頃

募
集
人
数

２
人

応
募
方
法

６
月

日

日
（
月
・
必
着
）
に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
、
小
論
文

市
域
交

通
体
系
の
課
題
と
今
後
の
あ
り

方
に
係
る
私
の
考
え

（

字

程
度
、
様
式
自
由
）
と
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
都
市
づ

く
り
推
進
課
（
市
役
所
本
館
６

階
〒

・
８
５
０
１
住
所
不
要

・
７
５
５
４
）
へ

【
緑
地
環
境
保
全
等
審
議
会
】

緑
化
や
自
然
環
境
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
審
議

資
格

年
２
・
３
回
、
平
日
の

会
議
に
出
席
で
き
る

歳

の
人
（
４
月
１
日
現
在
）

任
期

８
月
１
日

か
ら
２
年

間募
集
人
数

１
人

応
募
方
法

６
月

日
（
月
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
で
、

小
論
文

私
が
考
え
る
み
ど
り

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

（
千
字

程
度
、
応
募
動
機
含
む
。
様
式

自
由
）
と
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
略
歴
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
環
境
緑
政
課
（
〒

・
８
５
０
１
住
所
不
要

・
７
４
８
３
）
へ

問合先

環
境
緑
政
課

７
４
８
３

問合先

問 合 先
協
働
プ
ラ
ザ

１
７
８
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

７
４
６
２

問 合 先

（団体利用には登録が必要）

団体の活動支援・団体
間の交流の場を提供
●ミーティングコーナー、活
動内容の展示やチラシの設
置
●備品の貸し出し
●機関紙やホームページで団
体活動を紹介

市と団体をつなぐ中間支援
●市との協働事業に上限 万
円を助成（７事業まで）

● などと市が社会的課
題について意見交換するテ
ーマ別交流会を市と共催

団体・個人向けセミナー
●まちづくり活動の基礎知識
や取り組み方を学ぶ講座
● やボランティア活動
に関する講座
●パソコン講座
●団体の活動を市民や子ども
たちに する講座など

団体の活動支援・団体
間の交流の場を提供

市と団体をつなぐ中間支援

団体・個人向けセミナー

協働プラザの事業 活動協働プラザの事業 活動

エアコン
●設定温度は 度が目安
●フィルターの掃除をこまめにする
●窓際でつる性植物を栽培する 緑の
カーテン やすだれを活用し、直射
日光を遮る

●扇風機を活用する
●速乾性・通気性の高い衣服を着る

冷蔵庫
●食品を詰め込みすぎず、扉を開ける
時間を短くする

●設定温度を 中 にする

その他
●テレビの画面輝度を下げる
●不要な照明を消す

エアコン

冷蔵庫

その他

電
力
消
費
の

電
力
消
費
の

多
い
電
気
機
器

多
い
電
気
機
器

橋本紀子
副議長

角芳春
議長

夏でも涼しく過ごす工夫を

姉姉
妹妹
都都
市市
・・
益益
田田
市市
でで
キキ
ャャ
ンン
ププ

親親
子子
交交
流流
団団
員員
をを
募募
集集

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、４４・・５５面面上上欄欄のの例例参参照照



市
は
、
毎
年

自
治
会
長
名

簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
住

民
福
祉
の
向
上
や
市
政
推
進
に

必
要
な
場
合
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
、赤
十
字
奉
仕
団
、開
発
事

業
条
例
適
用
事
業
主
、
市
の
各

部
局
・
関
連
機
関
と
協
働
す
る

学
校
法
人
、
公
共
工
事
に
伴
う

国
府
や
関
連
機
関
、地
区
コ
ミ

新
設
・
未
連
絡
の

新
設
・
未
連
絡
の

自
治
会
は
連
絡
を

自
治
会
は
連
絡
を

ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、
名
簿
の

閲
覧
に
応
じ
て
い
ま
す
。
新
設

・
未
連
絡
の
自
治
会
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
（

７

４
６
２
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
公
園
と
関
連
道
路
の
都
市

計
画
変
更
案
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

６
月

日

午
前

時

か
ら

日

午
後
７
時
か
ら

会
場

総
合
セ
ン
タ
ー

階
会

議
室

問
合
先

安
満
遺
跡
公
園
整
備

室
（

・
７
３
９
３
）
、
道

路
課
（

・
７
５
３
４
）

市
は
、
自
治
会
な
ど
が
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
（
自
治

会
集
会
所
）
の
新
築
・
購
入
・

増
改
築
・
耐
震
診
断
な
ど
に
対

し
て
、
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
仮
称
）安
満
遺
跡
公
園
と
道
路

（
仮
称
）安
満
遺
跡
公
園
と
道
路

の
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会

の
都
市
計
画
変
更
案
説
明
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
集
会
所
）建
設
な
ど
に
補
助

（
集
会
所
）建
設
な
ど
に
補
助

（
限
度
額
あ
り
）
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
の

耐
震
診
断
や

年
度
の
工
事
を

計
画
し
て
い
る
自
治
会
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事

の
申
込
期
限
は
９
月
末
ま
で
。

耐
震
診
断
・
着
工
後
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

室
（

・
７
４
６
２
）

国
は
次
の
と
お
り
、

子
ど

も
の
人
権

番（

０
１
２
０

）
の
強
化
週
間
を
実
施
。

い
じ
め
、不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

日
程

６
月

日

日

の
午
前
８
時

分

午
後
７
時

※

日

・

日

は
午
前

時

午
後
５
時

問
合
先

大
阪
法
務
局
（

子
ど
も
の
人
権

番

子
ど
も
の
人
権

番

強
化
週
間

強
化
週
間

・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

日
程
・
会
場

６
月

日

午

前

時

分

正
午

樫
田
支

所

日

午
後
２
時

４
時

分

マ
ル
ワ
プ
ロ
マ
ー
ト

（
大
蔵
司
三
）

日

午
前

時

正
午
、
午
後
１
時

４

時

分

松
坂
屋
高
槻
店

７

月
３
日

・
５
日

の
午
前

時

正
午
、
午
後
１
時

４
時

分

ミ
ン
グ
・
阪
急
高
槻

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

自転車利用
アンケート
自転車利用
アンケート

平
成

年
第
３
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
午
前

時
か

ら
。
な
お
、
議
事
の
都
合
で
日

程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程

６
月

日

・

日

・

日

・

日

本
会
議

日

都
市
環
境
委
員

会
、
福
祉
企
業
委
員
会

日

文
教
市
民
委
員
会
、
総
務

消
防
委
員
会

日

議
会

運
営
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

開
発
審
査
会
を
６
月

日

午
後
２
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

６
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
希
望
者
は
事
前
に
審
査
指

導
課
（

・
７
５
６
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月

日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
北
消
防
署

阿
武
野
出
張
所
で
。
対
象
は
高

校
生
以
上
。
修
了
証
の
発
行
あ

り
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
６
月

日

７
月

６
日

に
電
子
申
込
か
直
接
、

最
寄
り
の
消
防
署
へ
。
北
消
防

署
（

・
０
１
１
９
）
。

６
月

日

総
合
セ
ン

タ
ー
６
階
会
議
室

７
月
５
日

府
社
会
福
祉
会
館
（
大
阪

市
中
央
区
）。い
ず
れ
も
午
後
２

時

４
時

分
。
申
込
順

人

人
。無
料
。申
し
込
み
は

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

市
民
後
見
人
養
成
講
座

市
民
後
見
人
養
成
講
座

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

６
月

日

か
ら
フ
ァ
ク
ス

に
、
住
所
か
勤
務
先
の
市
町
村

名
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話

番
号
を
書
い
て
、
大
阪
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー（

６
７
６
４

・
７
８
１
１
）
へ
。
長
寿
生
き

が
い
課
（

・
７
１
６
６
）
。

７
月

日

午
後
２
時

４

時
に
高
槻
商
工
会
議
所
（
大
手

町
）
で
。
講
師
は
中
小
企
業
診

断
士
・
福
田
尚
好
さ
ん
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

６
月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
、

同
会
議
所（

・
０
４
８
４
、

・
３
４
６
６
）
へ
。

６
月

日

午
後
２
時
か
ら

大
阪
医
科
大
学
（
大
学
町

創
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

大
阪
医
大
市
民
公
開
講
座

大
阪
医
大
市
民
公
開
講
座

難
聴
の
診
断
と
治
療

難
聴
の
診
断
と
治
療

・
１
２
２
１
）
で
。
先
着

人
。

無
料
。

６
月

日

、
７
月
４
日

の
午
後
２
時

４
時
に
北
摂
総

合
病
院
（
北
柳
川
町
）
で
。
対

象
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
け
た
人
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
病
院

（

・
５
５
８
５
）
へ
。

６
月

日

午
後
１
時

５

時
に
同
大
学
庄
屋
学
舎
（
摂
津

市

・
６
３
８
１
・
３
０
０

０
）
で
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
込
期
間
は
６
月

日

日

。
７
月
５
日

午
後
１
時

５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

大
阪
人
間
科
学
大
学
公
開

大
阪
人
間
科
学
大
学
公
開

講
座

認
知
症
と
介
護
予
防

講
座

認
知
症
と
介
護
予
防

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

時
に
市
役
所
城
西
町
庁
舎
で
。

対
象
は

歳
以
上
。
申
込
順

人
。千
円
。申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、市
赤
十
字

奉
仕
団（

７
１
６
３
）へ
。

７
月

日

午
後
１
時

５

時
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電

話
で
、
大
阪
障
害
者
自
立
支
援

協
会
（

・
６
７
７
５
・
９

１
１
５
）
へ
。

府
盲
ろ
う
者
理
解
（
福
祉
）
研
修

府
盲
ろ
う
者
理
解
（
福
祉
）
研
修

ガンバ大阪日本代表選手応援ブースができたよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

総合センター１階ロビー総合センター１階ロビー

７
月
２
日

午
前
９
時

分

午
後
４
時

分
。
行
き
先
は

須
磨
海
浜
水
族
園
（
神
戸
市
）

な
ど
。
対
象
は

歳
以
上
の
老

人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
。
人（
多

数
抽
選
）
。
４
千

円
。
申
し

こ
と
ぶ
き
号

こ
と
ぶ
き
号

日
帰
り
バ
ス
旅
行

日
帰
り
バ
ス
旅
行

込
み
は
６
月

日（
火
・
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
申
込

者
全
員
（
２
人
ま
で
）
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、長
寿
生
き
が
い
課（

・
７
１
８
５
）
へ
。

７
月
８
日

日
の
火
曜
日

午
前
９
時

分

時

分
に

古
曽
部
防
災
公
園
で
。
対
象
は

歳
以
上
。
申
込
順
各

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ロ
コ
モ

予
防
体
操

ロ
コ
モ

予
防
体
操

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・

０
６
４
６
）
へ
。

７
月

日

日
の
火
曜
日

午
後
２
時

４
時
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
。
講
師
は
音
楽
療
法
士

・
山
下
由
利
子
さ
ん
ほ
か
。
対

象
は

歳
以
上
。申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
長
寿
生
き
が

い
課
（

・
７
８
８
１
）
へ
。

認
知
症
予
防
連
続
講
座

認
知
症
予
防
連
続
講
座

講
話
と
体
操

講
話
と
体
操

６
月

日

午
前

時

正

午
に
富
田
公
民
館
（

・
１

６
７
１
）
で
。
講
師
は
富
田
・

高
槻
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
。
申
込
順

人
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時

午
後

ど
こ
に
相
談
？

ど
こ
に
相
談
？

高
齢
者
の
病
気
や
生
活

高
齢
者
の
病
気
や
生
活

人
権
パ
ネ
ル
展
、
人
権
擁
護

人
権
パ
ネ
ル
展
、
人
権
擁
護

委
員
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

委
員
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

時
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

日
程
・
会
場

６
月

日

日

芥
川
公
民
館

７
月

４
日

日

南
大
冠
公

民
館

日

日

三

箇
牧
公
民
館

８
月
１
日

日

北
清
水
公
民
館

日

日

富
田
公
民
館

日

９
月
８
日

如

是
公
民
館

問
合
先

城
内
公
民
館
（

・
４
６
４
４
）
、
人
権
課
（

・
７
５
７
５
）

６
月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
阿
武
山
公
民
館
で
。

講
師
は
飲
食
店
店
主
・
川
畑
貴

弥
さ
ん
。
対
象
は

歳
以
上
。

申
込
順

人
。
申
し
込
み
は
材

料
費

円
を
持
っ
て
直
接
、
同

館
（

・
０
１
８
８
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
磐
手
公
民
館
（

・
２

ヘ
ル
シ
ー
・
お
い
し
い

ヘ
ル
シ
ー
・
お
い
し
い

高
槻
寒
天
ク
ッ
キ
ン
グ

高
槻
寒
天
ク
ッ
キ
ン
グ

骨
格
を
意
識
し
て
楽
し
て

骨
格
を
意
識
し
て
楽
し
て

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
１
０
）
で
。
講
師
は
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
者

協
会
・
岡
本
啓
司
さ
ん
。
申
込

順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期

限
は
６
月

日

）
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
（

・
２

５
０
９
）
で
。
申
込
順

人
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
（

・
２

５
０
９
）
で
。
講
師
は
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
・
山
口
将
司
さ

ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
日
吉
台
公
民
館
（

・

６
６
３
６
）
で
。
講
師
は
府
職

員
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

真
上
人
権
名
画
劇
場

フ
ィ
ー

真
上
人
権
名
画
劇
場

フ
ィ
ー

ル
ド
・
オ
ブ

ド
リ
ー
ム
ス

ル
ド
・
オ
ブ

ド
リ
ー
ム
ス

人
権
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

人
権
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

相
手
の
視
点
っ
て
お
も
し
ろ
い

相
手
の
視
点
っ
て
お
も
し
ろ
い

府
内
の

・

府
内
の

・

現
状
と
生
活
へ
の
影
響

現
状
と
生
活
へ
の
影
響

７
月
１
日

午
前

時

正

午
に
城
内
公
民
館
（

・
４

６
４
４
）
で
。
講
師
は
京
都
大

学
防
災
研
究
所
教
授
・
矢
守
克

也
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育

あ
り
（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

７
月
２
日

午
前

時

正

午
に
三
箇
牧
公
民
館
（

・

０
９
６
５
）
で
。
講
師
は
相
愛

大
学
特
任
教
授
・
前
垣
和
義
さ

ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月

日

）
。

７
月
４
日

午
後
１
時

３

時
に
今
城
塚
公
民
館
（

・

３
３
３
１
）
で
。
講
師
は
製
パ

ン
工
場
・
田
村
保
さ
ん
。
申
込

順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期

限
は
６
月

日

）
。

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は

災
害

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は

災
害

対
応
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

対
応
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

笑
っ
て
学
ぶ
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん

笑
っ
て
学
ぶ
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん

の
心
を
通
わ
す
会
話
術

の
心
を
通
わ
す
会
話
術

高
槻
・
食
の
再
発
見

高
槻
・
食
の
再
発
見

製
パ
ン
工
場
出
前
講
座

製
パ
ン
工
場
出
前
講
座

６
月

日

子
育
て
・
親

育
て

日

ほ
め
方
・
し

か
り
方
。
い
ず
れ
も
午
前

時

正
午
に
富
田
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
特
任
人

権
啓
発
講
師
・
檀
上
富
雄
さ

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
保

育
あ
り
（
３
歳

就
学
前
、
５

人
）
。
申
し
込
み
は
６
月

日

日

に
電
話
で
、同
セ

ン
タ
ー（

５
４
５
１
、

５
４
５
３
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト

た
か
つ
き（
宮
野
町
）で
。講
師

は
上
園
恵
美
子
さ
ん
。
対
象
は

子
育
て
連
続
講
座

子
育
て
連
続
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

８
カ
月（
寝
返
り
前
）ま
で
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
。申
込
順

組
。無
料
。申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、同
広

場（

・
８
２
５
０
）へ
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川

（

５
０
４
１
）で
。講
師
は

お
は
な
し
う
さ
ぎ
。
対
象
は
０

歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。
先
着

人
。
無
料
。

６
月

日

午
前

時

分

時

分
に
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ッ

ト
か
る
が
も
（
津
之
江
町
二
）

で
。
講
師
は
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
高
野
明
子
さ
ん
。
対

象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無

料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、同
広
場（

あ
く
あ
ぴ
あ
の
お
は
な
し
会

あ
く
あ
ぴ
あ
の
お
は
な
し
会

親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う

親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う

・
２
３
２
６
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
チ
ャ
ム
キ
ッ
ズ
ぱ
ー

く（
古
曽
部
町
一

６
３
３

６
）で
。子
ど
も
の
頭
部
の
け
が

の
対
処
法
。講
師
は
応
急
手
当

普
及
員
島
村
富
子
さ
ん
。対
象

は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。
先
着

組
。無
料
。座

い
ず
れ
も
午
前

時

時

分
。多
数
抽
選
。申
し
込
み
は

６
月

日
（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
、住
所
、氏
名
、子
ど
も
の
名

前
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
親
子
教
室
は
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
と
種
類
を
書
い

て
、
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
１

０
４
５
阿
武
野
二
丁
目
２
番
１

あ
な
た
も
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

あ
な
た
も
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

阿
武
山
た
つ
の
子
子
育
て

阿
武
山
た
つ
の
子
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
講

支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
講

号

・
０
３
１
３
）
へ
。

【
親
子
で
ゆ
っ
た
り
わ
ら
べ
う

た
遊
び
】
７
月
１
日

。
講
師

は
横
山
優
子
さ
ん
。
対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。

組
。

円

【
親
子
教
室
】

７
月
９
日

９
月

日

７
月

日

９
月

日
の
水
曜
日
。
各
全
５
回
。

対
象
は
芥
川
よ
り
西
に
住
む

平
成

年
４
月
２
日

年
４

月
１
日

年
４
月
２
日

９

月

日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
。各

組
。２
千
円

い
ず
れ
も
多
数
抽
選
。無
料
。

申
し
込
み
は
６
月

日

日（
水

必
着
）に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ

り
が
な
）
・
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５

２
城
東
町
５
番
１
号

・
９

１
１
２
、

７
５
６
９
）へ
。

【
１
歳
ま
で
の
お
口
の
ケ
ア
】

７
月
８
日

西
部
地
域
保

健
セ
ン
タ
ー

日

保
健

セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前

時

時

分
。
講
師
は
歯
科

衛
生
士
。
対
象
は
１
歳
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者
。

組

組

【
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
】
７
月

日

午
前

時

分

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
講

師
は
平
手
浩
美
さ
ん
。
対
象
は

健
康
づ
く
り
推
進

健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
催
し

協
議
会
の
催
し

１
歳
児
と
そ
の
保
護
者
。

組

）

７
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
は
８

カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

（

・
１
１
０
８
）
へ
。

い
ず
れ
も
全
６
回
。
会
場
は

同
セ
ン
タ
ー
。各

組（
多
数
抽

選
）。各
千
円
。申
し
込
み
は
６

月

日（
木

消
印
有
効
）ま
で

に
往
復
は
が
き
に
、
教
室
名

曜
日
、住
所
、氏
名
、子
ど
も
の

名
前（
ふ
り
が
な
）
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒

・
０
８
２
２
津
之

江
町
一
丁
目

番
９
号

・

７
０
１
５
）
へ
。

【
さ
く
ら
サ
ー
ク
ル
】
６
・
７

月
の
火
・
木
曜
日
午
前

時

分

時

分
。
対
象
は
０
歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

【
わ
ん
ぱ
く
教
室
】
６

８
月

の
水
曜
日
午
前

時

分

時

分
。
対
象
は
平
成

年
４

月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
】６

８
月
の
金
曜
日
午
前

時

分

時
。
対
象
は
１
歳
６
カ
月

３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

（
離
乳
食
教
室

（
離
乳
食
教
室

津
之
江
さ
く
ら
子
育
て
支

津
之
江
さ
く
ら
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
教
室

援
セ
ン
タ
ー
の
親
子
教
室

６
／

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
で
生
活
豊
か
に

男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月

日
か
ら

日
ま
で
は

男
女
共
同
参
画
週
間

で
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

。

男
性
が
も
っ
と
家
事
や
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
に
関
わ
る
た

め
に
は
、
職
場
で
の
長
時
間
労

働
を
減
ら
し
て
仕
事
を
含
め
た

生
活

を
豊
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
６
月

日

か
ら

７
月
３
日

ま
で
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
で
活
動

す
る
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
を
、

ま
た
６
月

日

・

日

に

同
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
交
流
会

に
よ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
男

女
共
同
参
画
課
へ
。

同
週
間
を
機
会
に
、
男
性
と

女
性
が
職
場
や
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
合
先

男
女
共
同
参
画
課

（

・
３
７
４
１
）

部 門 作品の規格

日 本 画 号 （ × ） 号 （ ×
）。日本画用絵の具を使用 ※額装

洋 画

油彩・水彩・アクリルは 号 （ ×
） 号 （ × ）、パス

テル・版画は 号 （ × ） 号
（ × ） ※額装

立体造形

木彫、塑像、金属彫刻、石彫、オブジェなど
（模刻、模写、工芸、民芸は不可）。大きさ・
素材自由（持ち運び、展示可能なもの）。会場
内で長時間の組立て不可。立体組立て作品は
完成図・写真を添付

工 芸
立体作品は自由、平面作品は × 以
内（珍木・自然木・手芸・造花・魚拓・盆石
などは除く）

書
× 以内。篆刻は印影だけで可。軸

物は不可 ※額装、パネル張（釈文は ×
６ 程度の用紙。提出自由）

写 真 大きさは長辺 ※額装、パネル張
（単写真に限る）

デザイン

イラストレーション・グラフィックデザイン
・ ・ホームページデザイン（プリントア
ウトだけ）、すべて １判以内 ※額装、パ
ネル張。半立体（奥行 以内）可。音声・電
源使用、企業名、商品名表示は不可

部 門 作品の規格

日 本 画

洋 画

立体造形

工 芸

書

写 真

デザイン

※ガラス張額不可、アクリル・仮縁は可

出展作品を募集出展作品を募集

市と市教育委員会、市文化振興事業団は、９月 日
日 に高槻現代劇場で開催する市美術展覧会の

出展作品を募集します。出品は無料。入賞・入選作品
を展示します。
資格 歳以上
出品点数 １点 ※立体造形・工芸・デザインは２
点まで。未発表のもの
申込方法 ９月１日 ５日（金・消印有効）に、所
定の申込書と返信用切手を貼った封筒（住所・氏名
を記入）を郵送で、文化スポーツ振興課（ ・
）か、９月５日 ・６日 の午前 時 午後４時
に直接、総合センター６階会議室へ ※申込書は同
課（総合センター８階）、高槻現代劇場、各支所、市
立各図書館・公民館、各コミュニティセンターで配
布。作品搬入は９月 日 日 に高槻現代劇場へ

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
６
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
定
員
は
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

７ ９月
月

曜日
７ ８ ９ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

月

７ ４ １ 芥川町一 四、安岡寺町一 六、永楽町、大塚町三 五、春日町、北大樋町、黄金の里一、寿町一 三、栄町一 四、下田部町一・二、庄
所町、辻子一 三、大蔵司一 三、竹の内町、塚脇一 五、月見町、出丸町、天神町二、殿町、中川町、西之川原一・二、西真上一・二、
番田一・二、東城山町、真上町一 五、松が丘一 四、松川町、南大樋町、南庄所町、宮之川原一 五、宮之川原元町、八幡町、若松町

８ 井尻一・二、上牧町一 五、上牧北駅前町、上牧南駅前町、神内二、津之江町一 三、津之江北町、柱本全域、藤の里町

火

５ 浦堂一 三、浦堂本町、原（府道枚方亀岡線より東側）、東天川一 五、緑が丘一 三

１ ９ 明野町、天川新町、五領町、三箇牧全域、須賀町、玉川一 四、千代田町、天王町、野田一 四、萩之庄一 五、八丁畷町、日向町、松
原町、三島江全域、緑町、南松原町、宮野町

水

９ ６ ３ 梶原一・二、古曽部町一 三、城西町、高垣町、堤町、道鵜町一 六、西之川原一部（小型地区）、野田東一・二、原（府道枚方亀岡線
より西側）、別所新町、別所本町、前島一 五、山手町一・二

２ 赤大路町、大畑町、唐崎全域、川久保、北昭和台町、北柳川町、西面全域、桜ケ丘北町、桜ケ丘南町、芝生町一 四、昭和台町一・二、
富田丘町、富田町一 六、成合全域、西五百住町、如是町、東五百住町一 三、柳川町一・二、弥生が丘町

木

７ ４ 出灰、大冠町一 三、杉生、東和町、中畑、二料、萩谷、萩谷月見台、深沢本町、霊仙寺町一

３ 今城町、大塚町一・二、岡本町、梶原三 六、上土室一 六、川西町一 三、郡家新町、奈佐原全域、南平台一 五、土室町、氷室町一
四、深沢町一・二、宮田町一 三

金

８ ５ 安満全域、上牧山手町、神内一、田能、紅茸町、南総持寺町

４ １ 梶原中村町、郡家本町、清福寺町、塚原全域、東上牧一 三、淀の原町

月
曜日

７ ８ ９ し 尿 収 集 地 区 （ 音順）

７ ９月の収集日程は上表のとお
り。収集日に留守の場合は隣人に依頼
するなど必ずくみ取りができるようお
願いします。くみ取り口付近にはもの
を置かないでください。臨時の収集は

２・３日前にお申し込みください。
問合先 清掃業務課（ ・ ）

【し尿くみ取りの届出】し尿くみ取り依
頼や変更、停止には、資源循環推進課（市
役所本館７階）へ届出が必要です。

【手数料納入のお願い】し尿処理手数料
は、納入期限内に所定の金融機関か市役
所（支所）で納付してください（近畿２府
４県の郵便局でも可）。
問合先 資源循環推進課（ ）

市は、 （仮称）自転車利
用環境基本計画 策定や、
自転車の安全利用に関する
条例の制定に向けて、アン
ケート調査を実施します。
調査は、 歳以上の市民か
ら無作為に抽出した
人へ調査票を郵送するほ
か、誰でも回答できるウェ
ブアンケートを実施しま
す。市ホームページの道路
課のウェブアンケートリン
クページから回答にご協力
をお願いします。なお、回
答は計画策定業務以外の用
途では使用しません。
実施期間 ６月 日
７月４日
問合先 道路課（ ・

）

国・府・市は、経済センサス
基礎調査と商業統計調査を一体
的に実施します。対象はすべて
の事業所と企業です。６月中旬
から府知事に任命された調査員
が訪問するので調査票への記入
または、インターネットでの回
答をお願いします。
問合先 総務課（ ・
）

経済センサス基礎調査

・ 商 業 統 計 調 査
対象は全事業所と企業対象は全事業所と企業



服
部
図
書
館
は
開
館
１
周
年
を
記
念
し

て
、
本
の
紹
介
を
聞
い
て
読
み
た
い
本
を
決

め
る
ゲ
ー
ム

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

６
月

日

※
無
料

会
場

服
部
図
書
館
（

・
１
０
８
５
）

【
絵
本
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
世
界
】
午
後
１
時

分

２
時

分
。
レ
オ
・
レ
オ
ニ
著

ス

イ
ミ
ー

。
先
着

人

【
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
】
午
後
２
時

分

３
時
。
対
象
は
小
学
生
以
上
。
当
日
直
接
、

会
場
へ

６
月

日

服
部
図
書
館

朗読や朗読や朗読や朗読や
本の紹介ゲーム本の紹介ゲーム本の紹介ゲーム本の紹介ゲーム

６
月

日

午
後
１
時

４

時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
無

料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（

・
３
７

２
４
）
。

６
月

日

午
前
７
時

午

後
６
時

分
。
行
き
先
は
太
陽

公
園
と
好
古
園
（
兵
庫
県
）
。

申
込
順

人
。
３
千

円
（
小

学
生
千

円
、
３

５
歳
は
無

料
）
。
申
し
込
み
は
６
月

日

日

に
所
定
の
申
込
書

と
参
加
費
を
持
っ
て
直
接
、
市

聴
力
障
害
者
協
会
（
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
内

・
４
７

１
４
）
へ
。
申
込
書
は
同
協
会
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

６
月

日

、
７
月
５
日

・

日

の
午
前

時

正
午

に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
（

・

５
０
４
１
）
で
。
雨
天
中
止
。

街
角
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

街
角
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

聴
覚
障
が
い
者
の

聴
覚
障
が
い
者
の

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

し
ら
べ
隊
調
査
会

し
ら
べ
隊
調
査
会

川
や
林
で
の
野
外
調
査
。
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

６
月

日

午
前
９
時

分

摂
津
富
田
駅
集
合
。
午
後

３
時
解
散
予
定
。
講
師
は
大
阪

市
立
自
然
史
博
物
館
・
和
田
岳

さ
ん
。対
象
は
小
学
生
以
上（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
。
申
込

順

人
。
交
通
費
実
費
。
申
し

込
み
は
６
月

日

午
前
９
時

か
ら
電
話
で
、
あ
く
あ
ぴ
あ
芥

川
（

・
５
０
４
１
）
へ
。

６
月

日

午
後
２
時

分

か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
（

・
３
７
２
１
）
で
。
邦
楽
、
声

楽
、
ピ
ア
ノ
。
先
着

人
。
無

料
。６

月

日

午
前

時

正

午
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
講

自
然
観
察
会

自
然
観
察
会

高
槻
の
カ
エ
ル
探
し

高
槻
の
カ
エ
ル
探
し

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

わ
ん
ぱ
く
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

わ
ん
ぱ
く
お
て
ん
ば
ク
ラ
ブ

シ
ル
エ
ッ
ト
パ
ズ
ル
に
挑
戦

シ
ル
エ
ッ
ト
パ
ズ
ル
に
挑
戦

師
は
高
槻
ス
カ
ウ
ト
連
絡
会
。

対
象
は
５
歳

小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー（

・
３
７
２
４
）

へ
。６

月

日

・

日

、
７

月

日

・

日

の
午
前

時

正
午
と
午
後
１
時

３
時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
（

・
５
０
４
１
）
で
。
１
回

分
。
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
。
無
料
。
当
日
直
接
、
会
場

へ
。６

月

日

午
後
１
時

分

４
時
に
真
上
公
民
館
で
。

円
。
手
入
れ
要
望
鉢
が
あ
れ
ば

持
参
を
。
市
さ
つ
き
会
（

・
０
１
６
０

森
田
）
。

７
月
５
日

午
前
９
時

分

正
午
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
は
女
性
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

日

に
電
話
で
、
高
槻

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

つ
ぶ
つ
ぶ

川
の
す
な
え

つ
ぶ
つ
ぶ

川
の
す
な
え

さ
つ
き
花
後
の

さ
つ
き
花
後
の

手
入
れ
初
級
者
講
習
会

手
入
れ
初
級
者
講
習
会

廃
食
用
油
の

廃
食
用
油
の

せ
っ
け
ん
作
り

せ
っ
け
ん
作
り

エ
イ
フ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（

・
９
１

１
２
）
へ
。

い
ず
れ
も
関
西
大
学
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
（
霊
仙
寺
町
二

・
２
５
０
８
）
で
。
先
着
各

人
。無
料
。車
で
の
来
場
不
可
。

【
関
西
大
学

関
西
学
院
大
学
】

６
月

日

午
後
５
時

７
時

分
【
関
西
学
生
選
手
権
大
会
】
６

月

日

午
後
０
時

分

３

時

３
位
決
定
戦

３
時

分

５
時

分

決
勝
戦

６
月

日

、
７
月

日

の
午
前
９
時

分

午
後
３
時

に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着
各

人
。
各
千
円
。
高
槻
茶
道
会

（

０
７
４
２
・

・
１
４
６

３

前
田
）
。

７
月

日

午
後
２
時

４

関
大
市
民
開
放
デ
イ

関
大
市
民
開
放
デ
イ

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
観
戦

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
観
戦

月
釜
月
釜

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会

夏
空
コ
ン
サ
ー
ト

夏
空
コ
ン
サ
ー
ト

６
月

日

午
後
２
時

分

３
時

分
に
宮
野
町
サ
ニ
ー

ハ
イ
ツ
で
。大
型
紙
芝
居
な
ど
。

先
着

人
。
無
料
。
移
動
図
書

館
（

・
０
４
４
０
）
。

６
月

日

、７
月

日

、

８
月

日

の
午
後
１
時

分

か
ら
小
寺
池
図
書
館
（

・

移
動
図
書
館
の

移
動
図
書
館
の

お
た
の
し
み
か
い

お
た
の
し
み
か
い

本
を
楽
し
む
会

本
を
楽
し
む
会

２
８
８
０
）
で
。
平
岩
弓
枝
著

江
戸
紫
の
女

。
朗
読
は
小

寺
池
朗
読
グ
ル
ー
プ
。
先
着

人
。
無
料
。

６
月

日

午
後
２
時

３

時
に
芝
生
図
書
館
（

・
７

４
０
１
）
で
。
高
田
郁
著

青

葉
闇

し
く
じ
り
生
麩
ほ
か
。

朗
読
は
戸
田
和
子
さ
ん
ほ
か
。

先
着

人
。
無
料
。

６
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
同
館
（

・
１
０

８
５
）
で
。
山
本
甲
士
著

続

・

三
丁
目
の
夕

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

服
部
図
書
館
朗
読
会

服
部
図
書
館
朗
読
会

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

申
込
順

人
。
３
千

円
（
小

学
生

高
校
生
千

円
。
前
売

り
券
は
各

円
引
き
）。申
込
期

間
は
６
月

日

７
月

日

。
シ
ュ
テ
ル
ン
ヘ
ン
（

・

・
９
８
５
０

大
峰
）
。

７
月
５
日

午
前

時

正

午

午
後
１
時

４
時
に
高
槻

現
代
劇
場
で
。
先
着
各

人
。

無
料
。日
本
総
合
舞
台
設
備（

・
０
８
８
３

松
本
）
。

ト
リ
オ
ユ
ー

ト
リ
オ
ユ
ー

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

資
格
は
飲
食
店
を
３
年
以
上

継
続
し
て
営
業
し
、
説
明
会
に

参
加
で
き
る
法
人
。
説
明
会
は

６
月

日

午
前

時
か
ら
市

民
会
館
南
側
会
議
室
で
。
申
し

込
み
は
６
月

日

ま
で
に
電

話
で
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（

・
７
４
１
４
）
へ
。

高
槻
現
代
劇
場
喫
茶

高
槻
現
代
劇
場
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
運
営
事
業
者

コ
ー
ナ
ー
運
営
事
業
者

日

。
朗
読
は
小
寺
池
朗
読
グ

ル
ー
プ
。
先
着

人
。
無
料
。

６

８
月
の
毎
週
土
曜
日
午

前

時

分
か
ら
小
寺
池
図
書

館
（

・
２
８
８
０
）
で
。

父
と
暮
ら
せ
ば

ほ
か
。
先

着
各

人
。
無
料
。

７
月
２
日

午
後
２
時

３

時
に
阿
武
山
公
民
館
で
。
宮
部

み
ゆ
き
著

片
葉
の
芦

ほ
か
。

朗
読
は
小
寺
池
朗
読
グ
ル
ー

プ
。
先
着

人
。
無
料
。
阿
武

山
図
書
館
（

・
９
３
３

３
）
。

土
曜
映
画
会

土
曜
映
画
会

阿
武
山
図
書
館
朗
読
会

阿
武
山
図
書
館
朗
読
会

月

金
曜
日
の
午
後
１
時

分

６
時
ま
た
は
７
時
（
学
校

休
業
日
は
午
前
８
時

分
か

ら
）

土
曜
日
午
前
８
時

分

午
後
５
時
の
う
ち
週
３
・
４

日
程
度
、
市
立
学
童
保
育
室
で

勤
務
。
時
間
給

円
。
応
募
は

写
真
（
縦
４
・
５

×
横
３

・
５

）
を
持
っ
て
本
人
が

直
接
、
子
ど
も
育
成
課
（
総
合

セ
ン
タ
ー
７
階

・
７
６
５

学
童
保
育
室
臨
時
指
導
員

学
童
保
育
室
臨
時
指
導
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

６
）
へ
。

月

金
曜
日
の
午
前
８
時

午
後
３
時

分
に
市
立
小
・
中

学
校
で
勤
務
。時
間
給

円（
社

保
加
入
は
千

円
）
。
応
募
は

履
歴
書
を
持
っ
て
本
人
が
直

接
、
教
育
委
員
会
総
務
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

１
２
）
へ
。

２
カ
月
間
、
月
６
日
程
度
午

前
９
時

分

午
後
０
時

分

か
午
前

時

午
後
１
時
に
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤

学
校
給
食
調
理
員

学
校
給
食
調
理
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

託
児
保
育
士

託
児
保
育
士

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
）

務
。
資
格
は
保
育
士
資
格
を
持

ち
、
平
成

年
以
降
に
実
務
経

験
が
１
年
以
上
あ
る
人
。
時
間

給
千

円
。
応
募
は
６
月

日

日

に
所
定
の
申
込
書

を
持
っ
て
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー

（

・
３
０
３
０
）
へ
。
申

込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

７
月
末
か
ら
月

金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
、
午
前
９
時

午

後
５
時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
勤
務
。
資
格
は
保
健
師
免
許

取
得
者
。
時
間
給
千

円
。
応

募
は
電
話
で
、
子
ど
も
保
健
課

（

・
１
１
０
８
）
へ
。

母
子
保
健
事
業
保
健
師

母
子
保
健
事
業
保
健
師

（
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
）

（
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
）

市は、街角にある身近で何気ない文

化財や歴史を 高槻まちかど遺産 と

して選定し、説明板を設置しています。

今年度は上牧・高槻東周辺地区のま

ちかど遺産を募集します。みんなにも

知ってほしいまちの文化財をぜひ教え

てください。

募集対象 石造物、橋、景観、地名、伝

承地、伝説地など ※複数点応募可

応募方法 ６月 日 ７月 日

（木・消印有効）に応募用紙を郵送か

直接または、ファクスで、文化財課

（総合センター 階 ・ 、

・ ）、しろあと歴史館（

・ 、 ・ ）、今城塚古代

歴館（ ・ ）へ。応募用紙は

同課、各歴史館で配布

７
月
３
日

午
後
２
時

３

時

分
に
し
ろ
あ
と
歴
史
館

で
。
講
師
は
松
花
堂
庭
園
・
美

術
館
学
芸
員
・
川
畑
薫
さ
ん
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。

申
し
込
み
は
６
月

日
（
日
・

必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、

松
花
堂
昭
乗
に
み
る
お
も
て

松
花
堂
昭
乗
に
み
る
お
も
て

な
し
文
化

書
画
と
茶
の
湯

な
し
文
化

書
画
と
茶
の
湯

フ
ァ
ク
ス
か
往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
し
ろ
あ
と
歴
史
館
（
〒

・
０
０
７
５
城
内
町
１
番
７

号

・
３
９
８
７
、

・

３
９
８
４
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

正
午
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
教
室

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
教
室

（

・
０
８
２
０
）
で
。
講

師
は
同
館
学
芸
員
。先
着

人
。

円
。

６
月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。
講

師
は
同
館
名
誉
館
長
・
水
野
正

好
さ
ん
。

人
。
無
料
。
当
日

正
午
か
ら
整
理
券
を
配
布
。

名
誉
館
長
講
座

大
神
神

名
誉
館
長
講
座

大
神
神

社
と
石
上
神
宮
と
物
部
氏

社
と
石
上
神
宮
と
物
部
氏

エエ
アア
ココ
ンン
なな

どど

使使
用用
控控
ええ
節節
電電
をを

温温
暖暖
化化
防防
止止

熱熱
中中
症症
にに
注注
意意
しし
、、
無無
理理
なな
くく

節節
電電
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

市市
民民
委委
員員
をを
募募
集集

協協働働ププララザザのの事事業業 活活動動

電電
力力
消消
費費
のの

多多
いい
電電
気気
機機
器器

姉
妹
都
市
・
益
田
市
で
キ
ャ
ン
プ

姉
妹
都
市
・
益
田
市
で
キ
ャ
ン
プ

親
子
交
流
団
員
を
募
集

親
子
交
流
団
員
を
募
集

日
程

７
月

日

日

の
３
日
間

行
き
先

島
根
県
益
田
市

内
容

地
引
き
網
、
ぶ
ど
う
狩
り
、
石
見
神
楽
鑑
賞
な
ど

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

申
込
順

人

費
用

約
３
万
５
千
円
（
小
学
生
約
３
万
円
）

申
込
方
法

６
月

日

日

に
電
子
申
込
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

催
し
名
、住
所
、参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

地
域
教
育
青
少
年
課
（

・
７
６
４
８
、

・
７
６
４
５
）
へ

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照



血
圧
は
変
動
が
大
き
く
、
日

常
生
活
や
心
身
の
状
態
に
よ
っ

て
上
下
し
ま
す
。
中
に
は
、
診

察
室
で
医
師
な
ど
に
測
っ
て
も

ら
う
と
き
だ
け
上
昇
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
高
血
圧
の
基
準
は

診
察
室
血
圧
で

／

エ

イ
チ
ジ
ー
以
上
、
家
庭
血
圧
値

で
は

／

エ
イ
チ
ジ
ー

以
上
で
す
。

高
血
圧
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
４

に
よ

る
と
、
診
察
室
血
圧
と
家
庭
血

圧
の
間
に
差
が
あ
る
場
合
、
家

庭
血
圧
に
よ
る
診
断
を
優
先
す

る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
、
塩

分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
脳
卒
中
、

胃
が
ん
な
ど
の
危
険
因
子
と
な

り
ま
す
。
塩
分
の
摂
取
量
目
安

は
、
１
日
男
性
９

未
満
、
女

性
７
・
５

未
満
、
血
圧
の
高

い
人
は
６

未
満
で
す
。
し
か

し
加
工
食
品
の
栄
養
成
分
表
示

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
表
示
で
、
食

塩
量
が
一
目
で
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
の
数
値
を

２
・
５
倍
に
し
た
も
の
を
食
塩

量
の
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
は
血
管
の
状
態
を
表
す

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
高
血
圧
に
な
る
前
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
血
液
と

血
管
の
両
方
を
良
好
に
保
ち
、

突
然
死
に
至
る
可
能
性
の
高
い

血
管
の
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
、
今
日
か
ら
塩
分
控
え
め
な

生
活
（
適
塩
生
活
）
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

適
塩
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
塩
分
の

量
を
減
ら
し
て
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
を
掲
載

シ
リ
ー
ズ

血
圧
は
血
管
の

状
態
を
表
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

市民の花 ウノハナが咲いたよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

５月 日、玉川の里５月 日、玉川の里

７
月
８
日

日
の
火
曜
日

午
前

時

分

時

分
に

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
で
。

対
象
は

歳
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
６
）
へ
。

６
月

日

ス
ポ
ー
ツ
現

場
で
の
緊
急
処
置
の
心
得

日

発
育
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ

指
導
入
門
。
い
ず
れ
も
午
後
７

時

８
時

分
に
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

日
の
講
師

は
河
上
俊
和
さ
ん
。
対
象
は

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ッ
キ
リ
エ
ア
ロ

ス
ッ
キ
リ
エ
ア
ロ

高
槻
ス
ポ
ー
ツ
大
学

高
槻
ス
ポ
ー
ツ
大
学

歳
以
上
。
申
込
順
各

人
。
無

料
。
申
し
込
み
は
６
月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
み
ど
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
６
、

・
７
４

０
９
）
へ
。

い
ず
れ
も
午
後
７
時

８
時

分
。
対
象
は
障
が
い
者
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ

る
人
。
申
込
順
各

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
各
申
込
期
間
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
み
ど
り
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
６
、

・
７
４
０

９
）
へ
。

【
移
動
介
助
（
車
椅
子
の
操
作

・
介
助
法
）
】
６
月

日

に

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

申
込
期
間
は
６
月

日

日【
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
】
７
月

日

に
古
曽
部
防
災
公
園
体
育

館
で
。
申
込
期
間
は
６
月

日

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

７
月
７
日

各
利
用
時
間
帯
に
つ
き

円

（
小
・
中
学
生

円
）
の
個
人

利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場
は
許

可
証
も
。
休
所
日
は
総
合
体
育

館

火
曜
日

古
曽
部
防
災
公

園
体
育
館

木
曜
日
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
は
休
所
日
以
外
は
利

用
可
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

７
日

・

日

・

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

日

午
前
９
時

正
午（
定
員

人
）、

日

午
後
１
時

５
時

分
（
定
員

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日

午
後
６
時

９
時
、

日

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

７
月
の
個
人
利
用

７
月
の
個
人
利
用

７
月

３
日

・

日

の

午
前

時

午
後
１
時

分

日

・

日

の
午
前

時

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は

管
理
栄
養
士

健
康
運
動
指
導
士
。
対
象
は
お

お
む
ね

歳
で
運
動
制
限

の
な
い
人
。
申
込
順

人
。

各

円

無
料
。
申
し
込
み
は

６
月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
に
、
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

夏
の
集
中
ダ
イ
エ
ッ
ト

夏
の
集
中
ダ
イ
エ
ッ
ト

コ
ー
ス

健
康
教
室

コ
ー
ス

健
康
教
室

電
話
番
号
を
書
い
て
、
健
康
づ

く
り
推
進
課
（

・
８
８
０

０
、

・
１
５
５
１
）
へ
。

原
則
１
年
度
１
人
１
コ
ー
ス
。

７
月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
栄
養
士
・
相
澤
史
さ
ん

ほ
か
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み
は
６
月

日

日
（
水
・
必
着
）
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が

き
に
、
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５
２
城
東
町
５
番
１

号

・
９
１
１
２
、

・

７
５
６
９
）
へ
。

健
康
料
理
教
室

健
康
料
理
教
室

高
槻
の
旬
を
味
わ
お
う

高
槻
の
旬
を
味
わ
お
う

午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

２

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

休
所

日
以
外

◎
弓
道
場

３

日
の
木
・

土
曜
日
午
後
６
時

９
時
と

日

午
前
９
時

午
後
９
時
と

日

午
前
９
時

午
後
５
時

分
と
休
所
日
以
外

【
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）
】

７
日

午
前
９
時

正
午
（
定

員

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

７
日

・

日

・

日

の

午
前
９
時

正
午
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

２
日

午

後
６
時

９
時
（
定
員

人
）
、

４
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

ソ

フ
ト
バ
レ
ー

４
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員

各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
（
高
校
生
以
上
）

日

午
後
６
時

９
時（
定
員

人
）

◎
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）

９
日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

※国保加入者以外の人の特定健診は加入する健康保険組合などに問い合わせください。特定健診は市内の委託医療機関でも無料
で受診可
※がん検診などは受診料無料制度あり。対象は 歳以上の人 歳で一定の障がいがあり、高齢者の医療の確保に関する法
律による被保険者証を持つ人 生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（要事前申請）
★は保育あり（０歳 就学前、各 人）。保育希望者は検診申し込み時に伝えてください

必ず受けよう特定健診、ワンコインでがん検診 【問合先】健康づくり推進課
（〒 ・ 桃園町４番 号 ・ ）

健（検）診名 日 程 時間 会場 対象・受診料 定 員 予約方法など

国保特定健診、肺
がん検診、骨の健
康度測定、ピロリ
菌検査 ※骨の健
康度測定は今城塚
公民館、クロスパ
ル高槻だけ

６

９：

：

五領公民館

特定健診 歳（ 歳誕
生日前日まで）の国保被保険
者、無料 ※同時実施のがん
検診などは有料 肺がん
歳以上、 円 ※検たん料
込み。検たんは医師が必要と
認めた人だけ 骨の健康度測
定 歳以上、 円 ピロ
リ菌検査 ４ １現在 ・
・ ・ ・ ・ ・ 歳、
円 ※本紙２面参照

特定健診 特定健診
受診券・国保保険証
を持って時間内に直
接、会場へ ※当日、
実施会場での受診券
再発行は不可 肺が
ん検診・骨の健康度
測定 時間内に直
接、会場へ ピロリ
菌検査 国保加入者
は個別送付の受診券
を持って時間内に直
接、会場へ。国保加
入者以外は、電話予
約のうえ医療機関へ

６
・

今城塚公民
館

６
奥坂コミュ
ニティセン
ター

７ ７ クロスパル
高槻

先着
人

７ 阿武山公民
館

まとめて健診
（特定健診とがん
検診）

７ ９
・ 、
８ ２

午前 保健センタ
ー

国保特定健診対象者、
円 ※胃 肺 大腸がん検診、
骨の健康度測定（全項目必須）

各 人
（多数抽
選）

６ （水・消印有
効）までにはがきな
どに、住所、氏名（ふ
りがな）、生年月日 年
齢、電話番号、健（検）
診名、 特定健診受
診券整理番号と第１
３希望日 第１・
２希望日を書いて、
同課へ ※１人１通

レディース
ドック

７ 、
８

子宮頸・乳がん検診を平成
年４ １以降未受診の女性。
歳以上 円 歳

円（大腸がん除く）
※肺・胃・大腸・子宮頸・乳
がん、骨の健康度測定（全項
目必須）

各 人
（多数抽
選）

子宮頸・乳・大腸
がん検診

７ ★、
８ ４ ★
・

午後 保健センタ
ー

子宮頸・乳がん検診を平成
年４ １以降未受診の女性。
各 円。子宮頸がん 歳
以上 乳がん 歳以上 大
腸がん 歳以上 ※大腸が
んだけの受診不可

申込順各
人

６ から電話か
直接、同課へ

胃・大腸がん検診
月 土曜日

午前

ひかり診療
所

胃がん 歳以上、 円
大腸がん 歳以上、 円
※ひかり診療所は大腸がんだ
けの受診不可

１日４人
（土曜日
３人）

随時電話か直接、同
課へ

７ クロスパル
高槻

申込順
人

６ から電話か
直接、同課へ

健康応援会（相談
員 医師、栄養士、
保健師、薬剤師） ７ ２

：

：

保健センタ
ー

無料 当日時間内に直接、
会場へ

歯科健康診査 歳以上、無料 申込順
人

６ から電話か
直接、同課へ

健（検）診名 日 程 時間 会場 対象・受診料 定 員 予約方法など

中中
学学

年年
生生
のの
受受
診診
方方
法法

検検
査査
のの
流流
れれ

梅梅
雨雨
、、台台
風風
なな
どど
風風
水水
害害
へへ
のの
対対
策策
をを

企企
業業
のの
社社
宅宅
新新
規規
整整
備備
をを
支支
援援

テテ
レレ
ビビ
なな
どど
でで

速速
やや
かか
にに
情情
報報
収収
集集

土土
のの
うう
をを
活活
用用
しし

浸浸

水水

防防

止止

特特
別別
警警
報報
発発
令令
時時
はは

命命
守守
るる
行行
動動
をを

おおおおささかか防防災災ネネッットト

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

中中
学学
２２
年年
生生
はは
治治
療療
まま
でで
無無
料料
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待待機機児児童童ゼゼロロ待待機機児児童童ゼゼロロ

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

夏夏のの節節電電にに取取りり組組ももうう（（３３面面））

保保
育育
士士
のの
就就
職職
をを
支支
援援

今今後後のの取取りり組組みみ

就就
職職
まま
でで
のの
流流
れれ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

樫
田
小
で
田
植
え

収
穫
心
待
ち
に

市
内
の
多
く
の
小
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
農
家
の
人

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
習
田
で
農
業

体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月

日
、
樫
田
小
学
校
児
童
が
田

植
え
を
体
験
。
慣
れ
な
い
足
場
の
感
触

に
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
苗
を
懸

命
に
植
え
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
た
稲

は
収
穫
し
て
給
食
に
も
出
る
予
定
。
児

童
は

田
ん
ぼ
は
ヌ
ル
ヌ
ル
す
る
け
れ

ど
、
楽
し
か
っ
た
。
早
く
食
べ
た
い

と
収
穫
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

全国広報コンクール全国広報コンクール

定
住
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

平
成

年
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル

広
報
企
画

部
門
で
、

市
定
住
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業

あ
れ
も
こ
れ
も
が
叶
う

街
、高
槻
に
住
も
う
！
ど
っ
ち
も

た
か
つ
き
が
入
選
し
ま
し
た
。

同
部
門
で
の
市
の
入
賞
は
初

め
て
で
、今
回
の
受
賞
理
由
は
、

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
を

定
住
・
転
入
促
進

に
絞
っ

て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
エ
リ
ア
を
明

確
に
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を

ど
っ
ち
も
た
か
つ
き

と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
と
め
、
電

車
内
の
中
吊
り
ポ
ス
タ
ー
や
映

画
館
の

枠
で
ム
ー
ビ
ー
上

映
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
グ
ッ

ズ
制
作
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
生
か
し
た

多
角
的
な

を
展
開
し
た
点

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
市
内
外

に
向
け
市
の
魅
力
発
信
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
合
先

営
業
広
報
室
（

・
７
３
０
６
）

市民環境大学の入学式市民環境大学の入学式

５月 日、環境保全活動の担い手を
育成する たかつき市民環境大学 の
入学式が行われ、学長である濱田剛史
市長が受講生を激励しました。受講生
はこれから９カ月にわたり、市の自然
や環境の現状などを学び、自然の魅力
を発信するリーダーとして活動が期待
されます。

関大生が市民対象にスケート教室

小
学
生
が
笑
顔
で
滑
走

６
月
１
日
、
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

で
、
同
大
学
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
・
ホ
ッ
ケ
ー

部
員
ら
に
よ
る
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
行
わ
れ
、

小
学
生
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

部
員
ら
は
、
慣
れ
な
い
氷
の
上
で
お
っ
か

な
び
っ
く
り
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

手
を
引
き
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
だ
ん
だ
ん
滑
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

総合センター１階ロビー
都てまりの会
６月 日 日

高槻駅南側地下通路
油彩画作品展

６月 日 日
原・書道の会展
６月 日 日
市美術家協会作品展
６月 日 ７月７日

ミング・阪急高槻２階
グループ絵・え・エ水彩画展
６月 日 日
しまもと洋画同好会展
６月 日 日

クロスパル高槻７階
自由塾 みづゑ展
６月 日 日
とが逸平水彩教室展 彩祭
６月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

フィギュア・アート・シアター
生命誌版セロ弾きのゴーシュ
出演 演出・人形遣い 沢則行 チェ

ロ 谷口賢記 ピアノ 鎌倉亮太

語り 中村桂子 ほか

日時 ８月 日 午前 時 分から

会場・定員 中ホール 人

対象 ３歳 中学生とその家族

※このほかダンス、
落語、和太鼓、能楽
の体験教室も開催。
詳しくは同劇場へ高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）

キッズコンサート
あいのてさんと音を楽しむ
教育テレビ あいのて から

飛び出した３人組。身近にあるいろ
んなもので一緒に音楽を楽しもう。
日程 ８月２日 午前 時から
午後２時から ※時間指定不可
会場 レセプションルーム
対象・定員 小学生以下とその家
族 各 人

いずれも多数抽選。無料。全席自由。
申し込みは、６月 日（月・消印有効）ま
でに往復はがきに、公演名、住所、鑑賞
者全員（６人まで）の氏名・年齢、電話番
号を書いて、高槻現代劇場（〒 ・
野見町２番 号）へ。１公演はがき１枚。

こども広場
劇場で遊ぶ夏休み

いろんな体験してみよう

入入

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

クローズアップ 自然を学び、森を守る
市民林業士

私達のコミュニティ 津之江・東五百住地区
歴史と住む人の津

（みなと）

クローズアップ 地域防災につなげよう
大防災訓練から見え

てきたこと
私達のコミュニティ 玉川・牧田地区 緑と

優しさのあふれるまち

クローズアップ 自然を学び、森を守る
市民林業士

私達のコミュニティ 津之江・東五百住地区
歴史と住む人の津

（みなと）

クローズアップ 地域防災につなげよう
大防災訓練から見え

てきたこと
私達のコミュニティ 玉川・牧田地区 緑と

優しさのあふれるまち

○６月 日 日 放送○６月 日 日 放送

○６月 日 日 放送○６月 日 日 放送

選選

今今
後後
もも
多多
様様
なな
ニニ
ーー
ズズ
にに
対対
応応

月月

電車内の中吊り広告を本市が独占

達達
成成

仕仕
事事
もも
子子
育育
てて
もも

両両
立立
でで
きき
るる
環環
境境
づづ
くく
りり


